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第５１号議案説明資料 

 

芦屋市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例新旧対照表 
（下線部分は，改正部分） 

改 正 案 現  行 

(期末手当) (期末手当) 

第 7 条 (省略) 第 7 条 (省略) 

2 期末手当の額は，それぞれ前項の基準日現在(同項後段に規定する者に

あつては，任期満了，辞職，除名，死亡又は議会の解散その他の理由によ

り失職の日現在)において同項に規定する者が受けるべき議員報酬の月額

及び当該議員報酬の月額に100 分の 20を乗じて得た額の合計額に，6月に

支給する場合においては 100 分の 190，12 月に支給する場合においては

100 分の 205 を乗じて得た額に，それぞれ前項の基準日以前 6月以内の期

間におけるその者の在職期間に応じて，次の表に定める割合を乗じて得た

額とする。この場合において，任期満了の日又は議会の解散による任期終

了の日に在職した議員で，当該任期満了又は議会の解散による選挙により

再び議員となつたものの受ける当該期末手当の額の計算については，これ

らの者は，引き続き議員の職にあつたものとみなす。 

2 期末手当の額は，それぞれ前項の基準日現在(同項後段に規定する者に

あつては，任期満了，辞職，除名，死亡又は議会の解散その他の理由によ

り失職の日現在)において同項に規定する者が受けるべき議員報酬の月額

及び当該議員報酬の月額に100 分の 15を乗じて得た額の合計額に，6月に

支給する場合においては 100 分の 190，12 月に支給する場合においては

100 分の 205 を乗じて得た額に，それぞれ前項の基準日以前 6月以内の期

間におけるその者の在職期間に応じて，次の表に定める割合を乗じて得た

額とする。この場合において，任期満了の日又は議会の解散による任期終

了の日に在職した議員で，当該任期満了又は議会の解散による選挙により

再び議員となつたものの受ける当該期末手当の額の計算については，これ

らの者は，引き続き議員の職にあつたものとみなす。 
 

在職期間 割合 

6 月 100 分の 100 

5 月以上 6月未満 100 分の 80 

3 月以上 5月未満 100 分の 60 

3 月未満 100 分の 30 
 

 

在職期間 割合 

6 月 100 分の 100 

5 月以上 6月未満 100 分の 80 

3 月以上 5月未満 100 分の 60 

3 月未満 100 分の 30 
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芦屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例新旧対照表 
（下線部分は，改正部分） 

改 正 案 現  行 

(期末手当) (期末手当) 

第 4 条 (省略) 第 4 条 (省略) 

2 期末手当の額は，それぞれの基準日現在(退職し，若しくは失職し，又

は死亡した特別職の職員にあつては，退職し，若しくは失職し，又は死亡

した日現在)において特別職の職員が受けるべき給料及び地域手当の合計

額に，当該合計額に100 分の 20を乗じて得た額を加算した額に，6月に支

給する場合においては 100 分の 190，12 月に支給する場合においては 100

分の 205 を乗じて得た額に，それぞれ前項の基準日以前 6月以内の期間に

おけるその者の在職期間に応じて，次の表に定める割合を乗じて得た額と

する。 

2 期末手当の額は，それぞれの基準日現在(退職し，若しくは失職し，又

は死亡した特別職の職員にあつては，退職し，若しくは失職し，又は死亡

した日現在)において特別職の職員が受けるべき給料及び地域手当の合計

額に，当該合計額に100 分の 15を乗じて得た額を加算した額に，6月に支

給する場合においては 100 分の 190，12 月に支給する場合においては 100

分の 205 を乗じて得た額に，それぞれ前項の基準日以前 6月以内の期間に

おけるその者の在職期間に応じて，次の表に定める割合を乗じて得た額と

する。 

 

在職期間 割合 

6 月 100 分の 100 

5 月以上 6月未満 100 分の 80 

3 月以上 5月未満 100 分の 60 

3 月未満 100 分の 30 
 

 

在職期間 割合 

6 月 100 分の 100 

5 月以上 6月未満 100 分の 80 

3 月以上 5月未満 100 分の 60 

3 月未満 100 分の 30 
 

3 (省略)  3 (省略) 
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芦屋市教育委員会教育長の給与，勤務時間その他の勤務条件に関する条例新旧対照表 
（下線部分は，改正部分） 

改 正 案 現  行 

(給与) (給与) 

第 2 条 (省略) 第 2 条 (省略) 

2～4 (省略) 2～4 (省略) 

5 期末手当の額は，それぞれの基準日現在(退職し，若しくは失職し，又

は死亡した場合は，退職し，若しくは失職し，又は死亡した日現在)にお

いて教育長が受けるべき給料及び地域手当の合計額に，当該合計額に100

分の 20を乗じて得た額を加算した額に，6 月に支給する場合においては

100 分の 190，12 月に支給する場合においては 100 分の 205 を乗じて得た

額に，それぞれ前項の基準日以前 6月以内の期間におけるその者の在職期

間に応じて次の表に定める割合を乗じて得た額とする。 

5 期末手当の額は，それぞれの基準日現在(退職し，若しくは失職し，又

は死亡した場合は，退職し，若しくは失職し，又は死亡した日現在)にお

いて教育長が受けるべき給料及び地域手当の合計額に，当該合計額に100

分の 15を乗じて得た額を加算した額に，6 月に支給する場合においては

100 分の 190，12 月に支給する場合においては 100 分の 205 を乗じて得た

額に，それぞれ前項の基準日以前 6月以内の期間におけるその者の在職期

間に応じて次の表に定める割合を乗じて得た額とする。 

 

在職期間 割合 

6 月 100 分の 100 

5 月以上 6月未満 100 分の 80 

3 月以上 5月未満 100 分の 60 

3 月未満 100 分の 30 
 

 

在職期間 割合 

6 月 100 分の 100 

5 月以上 6月未満 100 分の 80 

3 月以上 5月未満 100 分の 60 

3 月未満 100 分の 30 
 

6・7 (省略) 6・7 (省略) 
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芦屋市病院事業管理者の給与等に関する条例新旧対照表 
（下線部分は，改正部分） 

改 正 案 現  行 

(給与) (給与) 

第 2 条 (省略) 第 2 条 (省略) 

2～5 (省略) 2～5 (省略) 

6 期末手当の額は，それぞれの基準日現在(退職し，若しくは失職し，又

は死亡した場合は，退職し，若しくは失職し，又は死亡した日現在)にお

いて管理者が受けるべき給料及び地域手当の合計額に，当該合計額に100

分の 20を乗じて得た額を加算した額に，6 月に支給する場合においては

100 分の 190，12 月に支給する場合においては 100 分の 205 を乗じて得た

額に，それぞれ基準日以前 6月以内の期間におけるその者の在職期間に応

じて，次の表に定める割合を乗じて得た額とする。 

6 期末手当の額は，それぞれの基準日現在(退職し，若しくは失職し，又

は死亡した場合は，退職し，若しくは失職し，又は死亡した日現在)にお

いて管理者が受けるべき給料及び地域手当の合計額に，当該合計額に100

分の 15を乗じて得た額を加算した額に，6 月に支給する場合においては

100 分の 190，12 月に支給する場合においては 100 分の 205 を乗じて得た

額に，それぞれ基準日以前 6月以内の期間におけるその者の在職期間に応

じて，次の表に定める割合を乗じて得た額とする。 

 

在職期間 割合 

6 月 100 分の 100 

5 月以上 6月未満 100 分の 80 

3 月以上 5月未満 100 分の 60 

3 月未満 100 分の 30 
 

 

在職期間 割合 

6 月 100 分の 100 

5 月以上 6月未満 100 分の 80 

3 月以上 5月未満 100 分の 60 

3 月未満 100 分の 30 
 

7 (省略) 7 (省略) 

  

 

 


